
1,380 1,414 
1,498 1,554 

1,631 1,703 1,741 
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奈
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市
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国
人
観
光
入
込
客
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奈
良
市
観
光
入
込
客
数
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（万人） （万人）
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数
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４．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

12出典）奈良市観光入込客数
調査報告書（H25～R5）

◆自動車による
観光入込客数の推移（奈良市）

出典）奈良市観光入込客数調査報告書（H25～R5）

◆奈良市中部
注
の代表交通手段割合

◼ 奈良市中部ゾーンにおける人口※1は横ばい
◼ 自動車分担率は約４０％で横ばいであり、自動車による観光入込客数は増加
◼ 奈良市観光入込客数は増加傾向であり、令和５年は１,２２０万人と訪日外国人を含めコロナ禍から急速に回復
◼ 大和北道路においては、平成３０年４月に（仮称）奈良北ＩＣ～（仮称）奈良IC（延長６．１ｋｍ）の新規事業化に加え、既に事

業中であった（仮称）奈良IC～郡山下ツ道JCT](延長６．３ｋｍ）も含めた全区間（延長１２．４ｋｍ）において合併施行方式※2

が導入されるなど、早期全線完成に向けて事業が進められている

◆大和北道路の全線事業化

H30年4月
大和北道路
全線事業化

（仮
称
）奈

良
北

IC
～
（仮

称
）奈

良
IC

（延
長

6.1km
）の

新
規
事
業
化

出典）奈良国道事務所大和北道路HP

（仮
称
）奈

良
北

IC
～
郡
山
下
ツ
道

J
C

T
の
合
併
施
行
方
式
の
導
入

起点：奈良市
（京奈道路 木津IC付近）

事
業
化
区
間

L
=6

.3
km

終点：大和郡山市
（西名阪自動車道 郡山IC付近）

大
和
北
道
路

延
長
約

12
.4

km

拡大図

【評価対象区間】凡 例

地表・高架構造

地下構造

インターチェンジ

ジャンクション

既存道路

（四捨五入の関係で合計が100％とならない場合がある）
注：京阪神パーソントリップ調査における小ゾーン（奈良市中部）

※2 ：公共事業と有料道路事業により、事業を推進する方式

◆奈良市中部
注
ゾーンの人口

注：奈良市都市計画マスタープランによる区分中部ゾーンに含まれる
人口を集計

出典）奈良市人口：奈良市の人口、奈良県人口：奈良県推計人口調査

※1 ：奈良市都市計画マスタープランによる区分中部ゾーンに含まれる人口

横ばい

◆観光入込客数の推移（奈良市）

外国人観光客は

急増・急回復

自動車
分担率は
横ばい21.4% 23.2%

13.1% 12.9%
3.1% 3.5%

38.1% 39.4%

4.8% 3.2%

19.2% 17.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 R3

1.鉄道 2.バス

3.自動車 4.自動二輪・原付

5.自転車 6.徒歩

以下の項目はグラフ内では非表示

H22：その他0.1％、不明0.2％

R3：その他0.3％、不明0.2％

増加

自動車
分担率は
横ばい



22分 23分

10分

0

10

20

30

整備前（H27） 整備前（R3） 整備後

４．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果①【奈良市中心市街地及び周辺観光資源へのアクセス性の向上】

◆（仮称）奈良IC～奈良公園の所要時間

• ルートは、大和北道路および（仮称）奈良ＩＣが整備済みの条件で選定
• ルートの起点は（仮称）奈良ＩＣ、終点は奈良公園（県庁東交差点）で設定
• （都）西九条佐保線整備前における、（仮称）奈良ＩＣから奈良公園までの最短ルートは、
（一）京終停車場薬師寺線～（一）木津横田線であるが、（一）京終停車場薬師寺線は
狭隘なためルートから除外

13

（分）

混雑時旅行速度の上り・下り低い方を採用して算出
出典）全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査

所
要
時
間

(仮称)
奈良IC

（都）西九条佐保線の周辺には

観光地が多く存在

10分

京終停車場
薬師寺線

奈良市役所

春日大社

東大寺

唐招提寺

平城京跡

奈良県庁

薬師寺

興福寺

元興寺

春日山原始林

(

県)

木
津
横
田
線

23分

※（都）西九条佐保線の速度は設計速度４０ｋｍ／hで設定。

◼ （都）西九条佐保線の全線整備により、（仮称）奈良インターチェンジから奈良市中心市街地や主要観光施設へのアクセス性
が向上され、（仮称）奈良インターチェンジから奈良公園間のアクセス時間は約１３分短縮される見込み

⇒ 世界遺産を結ぶ新たな観光ルートを創出し、経済波及効果が期待される

一般国道

主要地方道

一般県道

整備前

整備後

（都）西九条佐保線

事業区間

整備済

事業中
（県事業）

事業中
（市事業）

大和北道路

事業中

事業中
（地下区間）

(

都)

西
九
条
佐
保
線

事業目的と
の整合

①（仮称）奈良ｲﾝﾀｰﾁｪ
ﾝｼﾞから奈良市中心市
街地へのアクセス性
の向上

②地域内交通
の円滑化

③踏切除却による安
全性向上及び地域分
断の解消、新しいまち
づくり

④防災機能の向
上

⑤良好な景観の形
成

●

約13分の

所要時間短縮



事業目的
との整合

①周辺観光資源及
び奈良市中心市街
地へのアクセス性の
向上

②地域内
の交通円
滑化

③地域
活性化

④都市防災
機能の向上

⑤歩行者、自転
車の安全性の向
上

● ●

４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果②【地域内の交通円滑化】

14

◆（都）西九条佐保線周辺の主要渋滞箇所及び国道２４号の混雑度◆休日の交通量

国道24号の渋滞状況 地域内道路への流入状況

104

大和郡山市

（仮称）
奈良IC

出典）主要渋滞箇所…奈良国道事務所記者発表資料（平成25年1月25日）
混雑度…令和3年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査

大宮通り

(

都)

西
九
条
佐
保
線

国道24号の渋滞を避ける
交通が生活道路へ流入

44

三条大路二丁目

柏木町北

柏木町

主要渋滞箇所

区間

箇所

道 路

一般国道

主要地方道

一般県道

混雑度（ ﾝ  H27)

区間界

混雑度0 .00

（都）西九条佐保線

評価対象区間

整備済

未着手

（市事業）

大和北道路

事業中

事業中

（地下空間）

◼ （都）西九条佐保線と併走する国道２４号及び（一）木津横田線は「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」において「渋滞が
著しい箇所」が存在する路線

◼国道２４号は混雑度が１を超え、渋滞が発生するとともに、渋滞を避ける車両が地域内道路に流入していると推測される
◼ コロナ禍の影響で観光客は減少したが、令和５年秋期時点の休日交通量はコロナ禍前水準を上回るまで回復している
⇒ 大和北道路及び（都）西九条佐保線、（都）大安寺柏木線の整備により、国道２４号の混雑度の一部緩和と、地域内道路へ

の流入が解消が期待される

◆大和北道路（全線）及び（都）西九条佐保線、
（都）大安寺柏木線の整備による国道２４号の
混雑度緩和推計（奈良県推計）

◆国道２４号の状況及び地域内道路への流入状況

比較区間は、国道24号の尼辻町分岐部～柏木町北交差点

整備前の混雑度は一般交通量調査。
整備後の混雑度は、R15年度大和北道路全線供用後の将来交通量推計結
果より奈良県で算定。

事業目的と
の整合

①（仮称）奈良ｲﾝﾀｰﾁｪ
ﾝｼﾞから奈良市中心市
街地へのアクセス性
の向上

②地域内交通
の円滑化

③踏切除却による安
全性向上及び地域分
断の解消、新しいまち
づくり

④防災機能の向
上

⑤良好な景観の形
成

●

1.08

0.40

1.16

1.16

1.16

1.16

1.22
1.16

0.69

0.0

0.5

1.0

1.5

整備前(H27) 整備前(R3) 整備後

道路整備により

混雑度1.0未満

休日の交通量は

コロナ禍前水準を超過

出典）奈良中心市街地公共交通活性化
協議会資料（令和6年1月23日）

調査日 R1秋期：令和元年11月3日(日) 
R4秋期：令和4年11月6日(日) 
R5秋期：令和5年11月4日(土) 
調査時間はいずれも8～19時

37.0

35.3

37.3

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

Ｒ1秋期 Ｒ4秋期 Ｒ5秋期

（千台/11ｈ）
二条大路南1丁目

の合計交通量

33.8
32.6

35.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

Ｒ1秋期 Ｒ4秋期 Ｒ5秋期

（千台/11ｈ）
三条大路2丁目

の合計交通量



3.0m 1.5m3.0m1.5m

18.0m

3.0m3.0m 3.0m4.5m 4.5m

1.5m 1.5m

４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果③【生活道路の安全性向上】

◆周辺道路における事故発生状況

◼現道路は幅員が狭小であることから、西九条佐保線（奈良市道）は負傷事故が２４件、大安寺柏木線は負傷事故が２５件発生
（２０１９～２０２３年）

◼周辺に３つの小学校の通学路があるが、登校時間帯（７：３０～９：００）以外は通行規制（車両通行止め）がされておらず、歩行
者の交通安全が未確保の状況

⇒ 本道路の整備（歩道設置）により、歩行者と自動車が分離される等、安全・安心な歩行者通行空間の確保が期待される

◆評価対象区間の死傷事故率

現況

計画

歩道の設置により

歩行者や自転車の安全性が向上

◆歩道の設置
【（都）西九条佐保線】

【（都）大安寺柏木線】

15

写真1：登校時
車両通行
止め看板

現在、500人以上の子どもが通学しており、
下校時には自動車や自転車とのすれ違い
が危険。歩道が大きく広がることにより、

安全性の向上が期待できる。

出典）奈良市立大宮小学校ヒアリング結果（平成30年7月）

写真2：下校時の状況

下校時は児童・生徒の

すぐ横を車両が走行

出典）警察事故データ(2019-2023) 、道路交通センサス（R3）

(現道（市道）)

約5.6ｍ

0.5ｍ 2.95ｍ 2.15ｍ

2.75m 0.5m

6.5m

0.5m 2.75m

計画

現況

事業目的と
の整合

①（仮称）奈良ｲﾝﾀｰﾁｪ
ﾝｼﾞから奈良市中心市
街地へのアクセス性
の向上

②地域内交通
の円滑化

③踏切除却による安
全性向上及び地域分
断の解消、新しいまち
づくり

④防災機能の向
上

⑤良好な景観の形
成

●

Ｎ

41

122

754

(都)大安寺柏木線

369

(一)京終停車場薬師寺線(

都)

西
九
条
佐
保
線

（仮称）
奈良IC

1

754
24

写真２

凡 例

一般国道

主要地方道

一般県道

重傷事故

軽傷事故

その他道路

通学路

車両通行止め
区間(7:30-9:00)

負傷事故24件発生

負傷事故25件発生

年月 場所 状況

2021年
6月

千葉県
八街市

小学校の通学路で児童5人がトラックにはねられ、
２人が死亡、３人が負傷

◆近年の通学路における主な事故
全国的には死亡事故も発生

事業中

16

426.6 

204.4 

31.0 
0

90

180

270

360

450

西九条佐保線

(現道(市道))

大安寺柏木線 奈良県管理道路

(奈良市内)

（件/億台キロ） 奈良県管理道路（奈良市内）との比較

西九条佐保線：約14倍
大安寺柏木線：約７倍

14倍

７倍

大宮
小学校

大安寺
小学校

大安寺西
小学校



４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果④【踏切除却による交通の円滑化・踏切事故の解消】

■ＪＲ関西本線の高架化により、八条踏切を含む４箇所の踏切を除却
■ 遮断による３時間／日の踏切待ち時間及び１,０００人／日以上の踏切待ち交通量が発生
⇒ 高架化により、交通の円滑化と踏切事故の解消による通行の安全性向上が期待されるとともに地域分断解消も期待される

◆JR関西本線の運行状況

16

◆八条踏切による遮断の影響

【踏切待ち交通量（歩行者・軽車両）】

【延べ遮断時間】

踏切の除却により解消

出典）H31奈良県資料

出典）JR関西本線時刻表 郡山駅発着

Ｎ

1

122

369

（仮称）
奈良IC

(都)大安寺柏木線

(

都)

西
九
条
佐
保
線

（都）西九条佐保線

事業区間

整備済

事業中
（市事業）

（都）大安寺柏木線

事業区間

ＪＲ関西本線高架

事業区間
（高架化）

事業区間
（高架化+側道整備）

大和北道路

事業中

事業中
（地下区間）

凡 例

一般国道

主要地方道

一般県道

世界遺産

八条踏切

踏切が歩行者の
通行を阻害

3.0 

0 2 4 6 8

整備前

（時間/日）

1,065 

0 300 600 900 1,200 1,500

整備前

（人/日）

中八条踏切

南大安寺踏切

大安寺踏切

事業目的と
の整合

①（仮称）奈良ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ
から奈良市中心市街地へ
のアクセス性の向上

②地域内
交通の円
滑化

③踏切除却による安全性
向上及び地域分断の解消、
新しいまちづくり

④防災機能
の向上

⑤良好な景観
の形成

●

大阪方面

（4時台～０時台）

奈良方面

（5時台～0時台）

平日 85本 88本

休日 80本 81本

◆踏切事故件数の推移

1日の待ち時間

約3時間

1日の踏切待ち交通量

1,000人以上

出典）令和６年版交通安全白書（内閣府）

踏切事故は近年横ばいであり

死者数は全国で年間約100人

年月 場所 状況

2022年
4月

奈良県
大和郡山市

目の不自由な女性が、道幅が狭く交通量が多
い踏切で電車と接触し死亡

2021年
12月

大阪府
東大阪市

電動車椅子に乗った69歳の男性が電車と衝突
して死亡

◆近年の主な踏切事故県内でも死亡事故発生


